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五四三二一

結過構定前

コ

ン

寸ナ

構
造

セ

ス

の

ン

酋
日

根

教

泰

論程造義提

目lj

提
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
な
い
υ

と
い
う
酒
落
は
、
あ
ま
り
上
質
な
も
の
と
言
え
そ
う
に
な
い
。
し

円
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
概
念
に
つ
い
て

ア

i
ヴ
ィ
ン
グ
・
ホ
ロ
ヴ
ィ
ツ
（
H
3
z
m国
号
。
調
停
N
）
が
コ
ン
セ
ン

か
し
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
サ
ル
ト
l
リ
（
白
目
。
」
詰
ロ
巳
∞
号
ぎ
ユ
）
は
、

サ
ス
と
協
力
に
つ
い
て
「
協
力
（
ロg
宮
E

ま
ロ
）
は
相
違
に
つ
い
て
の
寛
容
性
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
方
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
こ
れ

ら
と
同
じ
相
違
の
廃
止
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
：
：
：
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
統
一
の
原
理
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
り
ゲ
l
ム
の
終
了
を

(l
) 

予
定
し
、
一
方
、
協
力
と
は
ゲ
l

ム
の
継
続
を
予
定
し
て
い
る
ゆ
え
に
、
多
元
的
な
も
の
で
あ
る
」
と
定
義
す
る
時
に
、
お
よ
そ
ラ
テ

ン
語
の
原
意
か
ら
見
て
承
服
し
が
た
い
と
反
論
す
る
。
そ
も
そ
も
ラ
テ
ン
語
で
は
、
認
識
論
的
に
言
っ
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
（
g
ロ
目
。5
5

）
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と
は
「
合
意
」
（
p
o
】
宮
内
宮
内05
2
）
を
意
味
し
、
他
方
、
協
力
（g
。
宮
E

立
。
ロ
）
は
、
「
協
働
」
（
考
書

E

口
問
件
。
関
与
宮
司
）
を
表
わ
す
も
の
で

あ
り
、
こ
の
こ
つ
の
概
念
は
異
な
る
次
元
に
属
し
て
い
る
は
ず
で
、
後
者
の
概
念
は
必
ず
し
も
前
者
を
前
提
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
286 

く

コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
相
違
の
廃
止
、
統
一
、
ゲ
l
ム
の
終
了
を
要
求
し
て
い
る
と
主
張
す
る
こ
と
は
、
全
く
い
わ
れ
な
き
こ
と
で
あ

(3
) 

り
、
実
際
上
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
こ
と
は
辞
書
的
に
誤
っ
て
い
る
と
サ
ル
ト
l
リ
は
断
定
す
る
。

確
か
に
、
サ
ル
ト
l
リ
の
言
う
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
古
典
的
概
念
を
定
義
す
る
時
に
は
、
ラ
テ
ン
語
や
ギ
リ
シ
ア
語
の
辞
書
を
見

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
は
首
肯
し
う
る
が
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
よ
う
な
概
念
は
、
単
に
古
典
語
の
原
意
と
の
相
違
だ
け
で
は
な

く
、
現
実
的
に
見
て
実
に
多
様
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

時
に
は
、
社
会
契
約
論
者
が
用
い
る
「
同
意
」
（
8
5
8
C

と
区
別
な
く
使
わ
れ
た
り
、
あ
る
場
合
に
は
、
「
国
民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス

(4
) 

を
求
め
て
」
と
い
っ
た
表
現
が
利
用
さ
れ
た
り
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
最
近
と
み
に
増
加
し
た
、
国
連
に
お
け
る
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」

の
よ
う
な
決
定
方
式
を
指
す
場
合
も
あ
る
し
、
決
定
ル
l
ル
で
あ
る
「
全
員
一
致
」
（
5
9
E
E
q
E
F

）
の
か
わ
り
と
し
て
理
解
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
。
社
会
学
に
お
い
て
は
、
「
紛
争
理
論
」
（g
u
虫
色

5
8

ミ
）
に
対
比
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
理
論
」

（g
ロ
m
O
5
5
5
8
q
）
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
あ
る
特
定
の
国
や
社
会
を
、
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
社
会
」
と
し
て
、
社
会
や
集
団
の
凝

集
性
や
安
定
性
、
同
質
性
を
指
摘
す
る
こ
と
も
多
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
社
会
学
的
に
は
、
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
概
念
と
は
、
単
に
信
条
、

態
度
、
価
値
、
規
範
、
目
的
等
に
つ
い
て
の
合
意
に
言
及
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
広
く
、
社
会
の
相
互
依
存
と
か
、
相
互
結
合
に

も
用
い
ら
れ
る
」
と
定
義
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
も
っ
と
も
、
政
治
学
に
お
い
て
も
、
「
民
主
的
政
治
体
系
の
安
定
に
は
、
あ
る
程
度

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
存
在
が
要
求
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
は
多
い
。

(6
) 

最
近
で
は
、
そ
れ
以
上
に
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
型
民
主
主
義
」
（
C
E
S
S

巳
ロ

o
E
8
5
q
）
と
い
う
表
現
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
と
り
わ
け
、
今
日
、
理
論
的
、
現
実
的
に
合
意
を
求
め
る
動
き
、
合
意
形
成
の
方
法
の
模
索
が
多
数
登
場
し
て
く
る
と
い
う
こ



と
は
、
あ
る
意
味
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
概
念
の
復
活
が
数
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
状
況
は
、
V
・

0

・
キ
I

（
〈
・0・
同
O
F
t
－
）
の
言
う
よ
う
に
、
「
要
す
る
に
、
『
コ
ン
セ
ン
サ
ス
』
と
い
う
魔
法
の

(7
) 

ほ
ん
と
に
ま
れ
で
あ
る
」
と
い
え
る
。
そ
れ

言
葉
は
多
く
の
パ
ズ
ル
を
解
く
が
、
そ
の
用
語
に
正
確
な
意
味
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、

ゆ
え
、
川
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
に
つ
い
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
な
い
υ

と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
本
稿
で
は
、
日
常
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る

概
念
の
用
法
か
ら
、
あ
る
概
念
の
「
本
質
」
を
探
り
出
す
と
い
う
方
法
は
と
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
あ
る
視
点
か
ら
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
の
定
義
と
そ
の
概
念
の
分
析
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
れ
が
、
す
べ
て
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
概
念
の
整
理
を
可
能
に
す
る

か
否
か
は
決
定
的
で
は
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
概
念
の
も
つ
構
造
、
意
味
の
連
関
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
そ
の
定
義
か
ら

コ
ン
セ
ン
サ
ス
か
ら
派
生
す
る
問
題
点
が
何
で
あ
る
か
見
出
す
こ
と
は
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

少
な
く
と
も
、

コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
は
、
あ
る
状
態
（
社
会
契
約
論
に
あ
っ
て
はn自
然
状
態
ヘ
現
実
的
論
議
で
は
参
加
当
事
者
の
意
見
の
分
布

H

状
態
μ
）
を
指
す
の
か

コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
社
会
や
集
団
の
凝
集
性
の
結
果
と
し
て
表
わ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
原

因
と
な
り
凝
集
性
が
生
ま
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は

コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
は
決
定
の
た
め
の
ル
l
ル
で
あ
る
の
か
、
ル
ー
ル
で
は
な
い
と

(8
) 

し
で
も
、
慣
用
的
な
「
決
定
方
式
」
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
「
協
調
的
合
意
」
（
9
5
目
。$
r
n
m
Z
O
B
O
E）の
こ
と
な
の
か
、
そ
れ
は
「
全

コンセンサスの構造（曽根）

員
一
致
」
と
同
じ
こ
と
な
の
か
、
異
な
る
の
か
を
ま
ず
確
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

（1
）
可
4
山
口
伺
「
出
。
可
。

4
1
2
・
象
。
。
ロ
回
目
ロ
田
口
？
の
。
ロ
凶
山
口
件
担
ロ
門
目
。
。
。
切
2
E

－o
ロ
一
〉
m
o
s
c
z
m
向
山
口
P
H
H
ロ
4
0
ロ
Z
3
J
s
h
c
口
h
p
目
、
0
1
白

8

・
2
H
）
巴
G
N
W
H
M
H
Y
H
斗
吋

l
斗
∞
・

（2
）
2
2
8
E
F

ユ
包
＼
叶
Z
F
4
4
0

同
切
与
柏
戸W
3
2
0
4
8
E
m
p吋H
E
w
－
a

芦
田
内
向
田w
伊
豆
出
g

ミ

J
p
s
o－
－
s

ミ
ロ
＼
～w
p
E
u
p
N
F
m
p
h
ミ
円
仇
喜

。
司H
門
出h
S
O
S臼
出
白o
h．
（
リ
c
s
s
同U円
印
公H
N
F由
句
。
町
内
と
め
三
ミH目
白
師
、
同
誌
な
吋
－

S
Q
円
札0
3
9
N凶
作
宗
門
出
4
3・
。
口
口
伊
回
目
。
ロ
伊
同
市

m
w旬
。
同J
Z
O・G
・
（H
C吋
一
凶
）
同
）
・
叶
・

（3
）
＆
芯
－
w
H
U
・
∞
・

（4
）
最
近
、
国
連
に
お
け
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
研
究
が
数
多
く
登
場
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
決
定
の
「
内
容
」
に
つ
い
て
の
合
意
を
い
い
、
意
思
決
定
の
「
方
式
」
を

い
う
の
で
は
な
い
と
い
う
斉
藤
鋲
男
説
は
本
稿
で
は
と
ら
な
い
。
そ
れ
は
多
数
決
の
よ
う
に
憲
章
で
い
う
と
こ
ろ
の
正
式
の
決
定
ル

l

ル
と
し
て
は
認
め
ら
れ
ず
、
紳

士
協
定
、
あ
る
い
は
慣
習
的
手
続
で
あ
る
と
し
て
も
、
ひ
と
つ
の
手
続
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
「
決
定
方
式
」
に
は
変
わ
り
が
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
従

287 



っ
て
合
意
（
す
な
わ
ち
「
決
定
」
）
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
斉
藤
鎮
男
『
国
際
連
合
の
新
し
い
潮
流
』
（
新
有
堂
）
四
六
頁
参
照
の
こ
と
。
こ
の
他
に
も
、
国
連
、
第

三
次
海
洋
法
会
議
を
め
ぐ
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。
出
血H
q

回
C
N
S
－
J
向m
m。
t
p
E
H
M
m
SロS
E
E
S
H

】
）0
4
0－8
5
8
s
z

叶
2

｝5
5
E
w
pけ
5
0
d
E
Z

ュ
z
p
t
oロ
由
。
。
ロ
片
品
吋
叩
ロ
ロ
冊
。
ロ

H
y
o
F担
当
。
同
5
0
m
o
p－
与
さ
ミ
な
o
s
h
cミ
J
H
Q
N
O＼」
「
ミ
ミ
言
。
又

C
S
門H
N
N
U
9
5
4
切
（
］
戸
市
山
∞

H
）w
Z。
・
M
W回
以y

ω忠
l

包
∞
・
栗
林
忠
雄
「
国
連
第
三
次
海
洋
法
会
議
に
お
け
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
方
式
の
意
義
ヘ
猪
又
忠
徳
「
南
北
交
渉
に
お
け
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
決
定
の
意
義
」
（
い

ず
れ
も
『
法
学
研
究
』
五
六
巻
三
号
一
九
八
三
年
三
月
三

（5
）
何
回
・
M
M
E
A吋
広
間o
w
h
o
s
g
ミ
お
向
。
詩
的s
g
s

（F
cロ
色
。
ロ
一
句pロ
冨
巳

H
M｝
円
。
回
目
・
一
巴
斗

H
）W
H
V・J
a・

（6
）
Z
即
日
戸
国
民
∞
ア
〉
H
g
g
日
吋
同
・4
F
o
g
g
pロ
円
山
口
伊
4
日
仏
〉
吋
件
。
ッ
凶
1
z
h
－
5
3

白
同h
Q
N
N
）
喝
さ
ロ
ミ
ミ
な
白
河
～
叶
言
C
0
9ミ
S
室
町
時H
N
h
g弘
、
と
た
な
白D
L「
H
F品
切S
S
R
出
帆
時
世
円
相
之
内

H
S

め
目
。
出
向
的
（
O
M
2
E
H
冨
号
江
口
開
。

σ
叩
吋
仲
田op

巴
∞
M
）
・

（7
）
〈
・
0
・
同
O
M－
－
』F
N
U志
向
帆
目
。
ー
ミ
D
S
O
S
円
四
除
去
ミ
叫S
S
N
V団
連
S
1
9
n
目
、
（
民
自
宅
ペ

2
w
一
関
口
。u
n
E
G
H）
・M
M－M斗
・

（8
）
こ
の
用
語
法
は
次
の
研
究
を
参
照
．
匂A
P
a
g
o
E
S
F
E別
o
Z
『
け
出
・
ロ
号
戸
み
『
言
。
ミ
ミ
～
£
注
目Q
N
b
m
nな
な
お
足
。
色
白
白
（
C
F
8
0
H
E－－w
z
・c
・H

ロ
ロ
日4
0
吋
回
目H
U可
。
同
Z
o
ユ
｝
戸
口F
H・0
ロ
ロ
斜
可
『
冊
目
団
地

H
＠
∞
。
）
。

定

義

一
般
的
に
、
概
念
の
定
義
を
行
な
う
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
用
語
（ga

）
に
よ
り
概
念
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、

通
常
は
言
語
は
概
念
に
一
対
一
の
対
応
は
し
て
い
な
い
。

た
と
え
ば
、
「
自
由
」
（
守g
含
包
）
と
い
う
用
語
は
少
な
く
と
も
、
五
種
類
の

概
念
を
表
現
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
と
す
る
と
、
単
に
概
念
の
定
義
の
み
で
は
な
く
、
概
念
の
分
析
を
必
要
と
す
る
。
こ

こ
で
は
、
哲
学
上
、
日
常
言
語
派
が
行
な
お
う
と
し
て
い
る
言
語
の
現
実
の
使
用
法
を
記
述
（
吋
∞
宮
吋

E
2
2
2
P
R

ユ
写
目
立
）
し
よ
う
と
す

る
立
場
や
、
定
義
さ
れ
る
も
の
「
被
定
義
語
句
」
（
仏
色
巳g
含
自
）
を
、
他
の
表
現
「
定
義
語
句
」
（
仏
S
E
S

田
）
で
お
き
か
え
よ
う
と
す

る
「
規
約
的
」
（
注
目
宮
Z
2
4
0
）
な
方
法
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
概
念
の
定
義
に
よ
り
本
質
的
意
味
を
さ
ぐ
り
出
そ
う
と
す
る
「
本
質
主

義
」
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
立
場
を
と
る
の
で
も
な
い
。
む
し
ろ
、
フ
エ
リ
ッ
ク
ス
・
オ
ッ
ベ
ン
ハ
イ
ム
（
句
。
ロ
阿
国
・

0
8
8
Z
E
）

(l
) 

な
意
味
に
お
け
る
「
再
構
成
派
」
守8
8
E
2
0
立
8
2
E

）
に
近
い
立
場
か
ら
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
概
念
の
分
析
を
行
な
お
う
と
す
る
も 288 

的



の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
こ
で
は
日
常
言
語
を
使
用
す
る
と
い
う
も
の
の
、
明
瞭
性
を
追
求
す
る
に
当
た
り
、
人
工
言
語
あ
る
い
は

記
号
の
使
用
を
も
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
明
瞭
性
か
ら
は
、
単
に
概
念
の
定
義
以
上
の
も
の
を
明
ら
か
に
し
、
同
時
に
政
治

学
の
研
究
上
の
多
く
の
視
座
を
提
供
す
る
可
能
性
を
も
つ
の
で
あ
る
。

ス
テ
ィ
l

ヴ
ン
・
ル
l

ク
ス
（
∞
寸2
3
F

昇
。
田
）
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
権
力
」
概
念
も
、
一
次
元
的
定
義
（05
1
e
s
g
回
目
。
ロ
巴
〈
円
0
・
巧
）

や
「
非
決
定
」
を
含
め
た
二
次
元
的
定
義
（
件
当
。
t
e
B
o
z－g
p
］
己
0
・
巧
）
を
見
分
け
、
さ
ら
に
そ
こ
で
不
足
し
て
い
る
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
意

識
的
、
無
意
識
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
含
め
て
三
次
元
的
定
義
（
己
戸
店
主
目

5
8
回
目
。EH
1
0

き
を
め
ざ
す
と
い
う
こ
と
は
、
単
な
る
概
念

論
争
以
上
の
も
の
が
あ
り
、
政
治
分
析
の
視
角
そ
の
も
の
と
抵
触
し
て
く
る

そ
の
こ
と
を
考
え
れ
ば

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
概
念
の
定
義
以
上
の
も
の
が
そ
の
背
後
に
あ
る
こ
と
は

認
め
る
が
、
こ
こ
で
は
全
体
の
政
治
体
系
の
中
で
の
政
策
決
定
過
程
の
構
成
や
権
力
の
分
布
な
ど
と
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
の
関
係
に
は
触

れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
、
あ
る
集
団
、
組
織
、
委
員
会
な
ど
に
お
け
る
決
定
の
際
に
発
生
す
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
つ
い
て
の
み
言
及
す
る
こ

と
に
す
る
。

仮
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
「
合
意
」
と
考
え
て
み
て
も
、
個
々
人
の
合
理
的
判
断
に
も
と
づ
い
て
成
立
す
る
一
定
の
状
態
と
見
る
の
か
、

コンセンサスの構造（曽根）

む
し
ろ
「
共
感
」
と
も
言
う
べ
き
感
情
、
あ
る
い
は
集
団
に
お
け
る
一
体
感
や
凝
集
性
を
強
調
す
る
の
と
で
は
、
お
の
ず
か
ら
分
析
の

ア
プ
ロ
ー
チ
と
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
結
論
に
も
違
い
が
出
て
く
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
立
場
は
、
通
常
は
前
者
が
方
法
論
的
個
人

主
義
（
B
E
y
a
。
円
高
山
口
巴
山
口
岳

a
4
E

に
、
文
化
の
特
性
の
中
で
集
団
主
義
や
社
会
や
集
団
の
凝
集
性
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
’
万
向
は
、
分
析
の
単
位
を
ま
ず
全
体
的
集
団
に

お
く
こ
と
が
多
く
、
そ
の
よ
う
な
方
法
の
も
つ
欠
陥
と
、
文
化
主
義
的
解
釈
の
偏
重
に
つ
い
て
は
批
判
を
加
え
て
き
た
。
た
だ
し
、
逆
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に
言
っ
て
、
方
法
論
的
個
人
主
義
に
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
本
稿
も
議
論
の
基
礎
に
は
、
個
々
人
の
選
好
か
ら
あ



る
集
団
の
決
定
を
導
き
出
す
場
合
に
ど
の
よ
う
な
ル
l
ル
だ
と
、
い
か
な
る
結
果
が
生
ず
る
か
を
見
る
と
い
う
点
で
は
方
法
論
的
個
人

主
義
に
依
拠
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
従
来
の
社
会
的
選
択
、
あ
る
い
は
集
合
的
選
択
（
決
定
）
と
呼
ば
れ
る
領
域
に
お
い
て
は
、
あ
ま
り
290 

に
も
個
人
の
選
好
を
重
視
し
す
ぎ
て
き
た
と
い
え
る

確
か
に
、
方
法
論
的
に
は
、
各
人
の
判
断
を
出
発
点
と
す
る
限
り
は
、
他
人
の
判
断
に
影
響
さ
れ
な
い
個
人
の
選
好
に
よ
っ
て
し

か
、
議
論
は
進
ま
な
い
が
、
仮
に
そ
の
個
人
の
判
断
が
、
社
会
の
状
態
や
他
人
の
判
断
、
反
応
を
織
り
込
み
ず
み
で
あ
る
と
し
て
も
、

や
は
り
個
人
の
選
好
が
社
会
的
選
択
の
途
中
で
、
変
化
し
う
る
可
能
性
を
否
定
し
て
し
ま
う
こ
と
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

伝
統
的
民
主
主
義
が
想
定
し
て
き
た
、
「
討
論
」
や
「
説
得
」
が
存
在
す
る
理
由
は
、
明
白
に
他
人
の
選
好
の
変
化
が
期
待
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
変
化
過
程
を
含
む
社
会
的
選
択
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
モ
デ
ル
に
は
必
要
以
上
の
複
雑
性
が
伴
い
、
元
来

社
会
的
選
択
モ
デ
ル
が
備
え
て
い
た
明
噺
性
が
そ
こ
な
わ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
方
法
論
的
個
人
主
義
を
方
法

論
的
体
系
主
義
（
自
己
y
a
号
包
g
Z
3
g
g
U
E

）
に
近
づ
け
る
こ
と
が
一
つ
の
解
決
策
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
そ
う
で
な
い
と
、
後
述
す

る
よ
う
に
、

コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
成
立
す
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、
通
常
に
使
用
さ
れ
て
い
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
最
も
厳
格
な
条
件
で
解
釈
し
て
、
文
字
通
り
「
全
員
一
致
」
が
成
立

し
、
あ
る
選
択
肢
に
つ
い
て
、
決
定
に
参
加
す
る
全
員
が
同
じ
選
好
を
も
っ
場
合
を
ま
ず
考
え
て
み
た
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
例
を
定

義
す
る
と
、
「
決
定
に
参
加
す
る
す
べ
て
の
構
成
員
の
選
好
順
序
が
同
じ
で
あ
る
時
、
こ
の
集
団
の
社
会
的
選
択
は
全
員
一
致
で
成
立

す
る
」
と
い
う
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
記
号
式
で
書
き
か
え
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

吋
p
q
m
N
H
．
司r
a

司
令
↓U問
、
局
、

（
た
だ
し
、
X
を
選
択
肢
の
集
合
、
市
山
、γ
は
選
択
肢
X
の
中
に
含
ま
れ
る
選
択
肢
、
V

は
全
称
記
号
、
五
は
個
人
の
選
好
関
係
、

(4
) 

P

は
社
会
の
選
好
関
係
で
あ
る
。
こ
の
式
は
「
弱
バ
レl
ト
」
と
呼
ば
れ
る
）



こ
の
よ
う
な
、
す
べ
て
の
構
成
員
の
選
好
が
同
一
の
よ
う
な
例
は
、
む
し
ろ
例
外
的
で
あ
る
う
。
こ
こ
の
条
件
は
、
す
べ
て
の
人
間

の
選
好
が
全
く
同
一
で
あ
る
必
要
は
な
く

市
山
の
方
をU
よ
り
も
す
べ
て
の
人
が
好
む
と
い
う
条
件
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
社
会
的
選

択
は
z

を
ν

よ
り
好
む
と
い
う
き
わ
め
て
当
然
の
ル
l

ル
で
あ
っ
て
も
、
全
員
が
一
致
す
る
例
は
む
し
ろ
極
端
な
ケ
l

ス
と
見
た
方
が

よ
い
か
も
し
れ
な
い

こ
の
場
合
、
複
数
の
選
択
肢
X

（p
s

・
p
・
－
：
：P

）
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
中
か
ら
選
択
を
行
な
う
か
、
あ
る
い
は
、
あ
る
選
択
肢

に
つ
い
て
、
賛
成
、
反
対
の
選
好
（
「
弱
順
序
関
係
」
の
場
合
に
は
、
賛
成
、
反
対
、
無
差
別
の
三
種
類
）
関
係
を
考
え
る
か
で
、
若
干
異
な
る

ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
に
な
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
は
、
基
本
的
な
構
造
は
相
似
的
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
こ
の
「
全
員
一
致
」
の
定
義
か
ら
す
べ
て
の
人
の
選
好
順
序
が
同
一
の
場
合
を
考
え
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
最
も

簡
単
な
二
つ
の
選
択
肢
の
例
で
は
、
弱
順
序
関
係
の
時
は
、

p

川
、
丸
、
7

山
の
関
係
が
「
全
員
一
致
」
の
例
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

は
、
あ
る
選
択
肢
に
つ
い
て
、
賛
成
、
反
対
、
棄
権
（
無
差
別
）
と
考
え
て
も
同
様
に
成
立
す
る
関
係
で
あ
る
。
「
弱
パ
レ
l
ト
」
に
お

コンセンサスの構造（曽根）

い
て
は
、
会
員
が
一
致
し
て
選
好
関
係
を
示
す
時
、
社
会
的
選
択
が
決
ま
る
こ
と
を
示
し
て
き
た
が
（
こ
の
場
合
で
は
、
品
、
と
そ
の
逆
で
あ

る
ぷ
も
全
員
一
致
で
社
会
的
選
択
と
な
る
て
す
べ
て
の
個
人
の
選
好
が
無
差
別
の
場
合
に
は
、
同
じ
く
「
パ
レ
l
ト
基
準
」
に
よ
っ
て
、

社
会
の
選
択
は
無
差
別
に
な
る
。

こ
こ
で
、
各
個
人
が
三
つ
の
態
度
を
と
る
と
考
え
て
み
る
と
、
全
員
一
致
は
ど
の
程
度
の
確
率
で
発
生
す
る
か
、
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
仮
に
n
人
か
ら
成
り
立
つ
集
団
で
は
、
す
べ
て
の
選
択
の
確
率
は
、
弓
H
ω
誌
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
品
、
点
、
ふ
に
各
個
人
が
等
し

く
三
分
の
一
の
確
率
で
態
度
表
明
を
行
な
う
と
す
る
と
、
確
率
分
布
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、

3
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と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
三
種
を
含
め
て
、
す
べ
て
の
選
択
の
中
で
の
「
全
員
一
致
」
の
発
生
す
る
確
率
は
、
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と
な
る
。
そ
こ
で
、
選
択
肢
（
m
）
が
三
つ
以
上
に
増
加
し
た
場
合
を
考
え
て
み
る
と
、
さ
ら
に
確
率
は
低
く
な
る
こ
と
が
分
か
る
。

可
「
や
・
苦
H

札
4

す
な
わ
ち
、
全
員
が
文
字
通
り
一
致
し
て
選
択
が
成
立
す
る
こ
と
は
、
成
員
の
数
が
多
く
な
り
、
選
択
肢
の

数
が
多
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
き
わ
め
て
例
が
少
な
く
な
る
こ
と
が
分
か
る
。

で
は
、
全
員
一
致
が
成
立
し
や
す
く
な
る
た
め
に
は
、
各
個
人
の
も
つ
選
好
の
確
率
分
布
が
変
わ
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
仮

に
す
べ
て
の
成
員
の
確
率
が
三
分
の
一
ず
つ
で
は
な
く
、
あ
る
選
択
肢
に
対
し
て
等
し
く
確
率
ー
で
あ
れ
ば
、
全
員
一
致
は
容
易
に
成

立
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
一
人
で
も
反
対
す
る
者
が
い
る
と
す
る
と
、
全
員
一
致
は
成
立
し
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
し
て
き

一
人
が
反
対
す
る
場
合
、
こ
の
一
人
の
選
好
が
変
化
し
や
す
い
も
の
な
の
か
ど
う
か
知

る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
反
対
者
の
イ
ン
テ
ン
シ
テ
ィ
（
選
好
強
度
）
が
強
い
か
ど
う
か
に
よ
り
、
全
員
一
致
の
成
立
条
件
は

変
化
す
る
。
こ
の
場
合
、
他
の
九
九
人
の
選
択
を
見
て
、
自
己
の
選
択
を
変
え
る
場
合
、
集
団
の
選
択
に
対
す
る
個
人
の
「
反
応
係
数
」

た
。
す
な
わ
ち
、
百
人
中
九
九
人
が
賛
成
し

（
。
ト
サ
トH）
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
逆
に
言
え
ば
、
イ
ン
テ
ン
シ
テ
ィ
が
強
く
、
ど
う
し
て
も
自
己
の
選
択
に
固
執
し
て
反

対
を
続
け
る
場
合
は
、
反
応
係
数
は
0

に
近
づ
き
、
集
団
の
決
定
に
同
調
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、
全
員
一
致
は
成
立
し
な
く
な
る

と
仮
定
で
き
る
。

社
会
契
約
論
に
お
い
て
、
な
ぜ
全
員
一
致
が
成
立
す
る
の
か
、
そ
の
根
拠
を
不
確
実
性
（
あ
る
い
は
「
無
知
の
ヴ
ェ
ー
ル
」
〉
を
中
心
に

し
て
、
稿
を
改
め
て
論
ず
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
実
の
選
択
に
お
い
て
は
全
員
一
致
の
ル
l
ル
の
下
で
の
反
対
者
の
有
利
さ
は
特
に
指

摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
文
字
通
り
の
「
全
員
一
致
」
原
則
の
場
合
に
は
、
そ
れ
に
反
対
す
る
あ
る
一
人
は
き
わ



め
て
有
利
な
地
位
に
あ
り
、
自
己
の
選
好
を
た
え
ず
、
集
団
の
決
定
と
反
対
に
し
、
逆
の
投
票
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
（
反
応
係
数

は
0
と
な
り
全
員
一
致
は
成
立
し
な
い
）
。
も
ち
ろ
ん
、
自
己
の
元
来
の
選
好
が
集
団
の
選
択
と
一
致
す
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の

拒
否
権
の
行
使
に
は
、
誠
実
な
投
票
者
の
み
を
想
定
す
る
必
要
が
な
く
、
戦
略
的
投
票
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
員
一
致
を
不
成

立
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
確
率
は
、
こ
の
個
人
の
選
好
い
か
ん
で
あ
る
の
で
、
確
率
は
ー
と
な
り
、
自
分
の
判
断
を
も
っ
て
の

み
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
か
ら
、
不
確
実
性
の
存
在
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
文
字
通
り
の
「
全
員
一
致
」

は
、
そ
れ
自
身
、
独
立
の
性
格
を
も
ち
、
他
の
決
定
ル
l
ル
か
ら
は
切
り
は
な
し
て
論
ず
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

コンセンサスの構造（曽恨）
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同
ロ
門
同
宮
山
円
山
口
色
目
白

S
P

ロ
仏
国
。
－u
s
v
『
言
。1
M
h
o
S門
出
匂
尽
な
叫D
P
H
O（
巴4
8・
H
6・H
ω
l
ω。・

（4
）
〉
包
号
q
p
同
・
m
o
p
S
S
E
t
－
内
F
D仇
口
由
。
立
守
口
芝
司

n
q
9
3
（m
g
p
p

ロ
ロ
山
田
口
。
一
同

0
5
8
1ロ
ミ
Hロ
ロ
－L
2
0
）
・
り
・
M
G・

（5
）
叱
尺

z

を
三
つ
の
選
択
肢
と
考
え
た
場
合
は
、
選
好
関
係
は
、

｛N
M
M
M
E
L
M
S
L
1

・
N
M
U
N

－
N
M
V
E
N
L
N
N
W

－
v
N
W
N
M
M
S

噌
わ
｝

の
可
能
性
が
あ
り
、
あ
る
選
択
肢
α

に
つ
い
て
の
選
好
も
、
賛
成
（
Z

）
、
反
対
（ν
）
、
棄
権
（
無
差
別
）
の
三
つ
か
ら
成
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
関
係
は
、

T
N
M
M
E
L
v
g
u
q
N
L
 

と
な
り
、
単
に
選
択
肢
の
数
の
問
題
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
．

（6
）
〉
－
m
巾
p
o
w

－
目
的
？
ち
－
M
H・

（7
）
イ
ン
テ
ン
シ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
多
数
決
原
理
と
イ
ン
テ
ン
シ
テ
ィ
コ
『
法
学
研
究
』
五
二
巻
四
号
、
一
九
七
九
年
四
月
、
三
四
｜
六
O
頁
．

（8
）
こ
の
反
応
係
数
は
イ
ン
テ
ン
シ
テ
ィ
と
逆
比
例
す
る
形
で
理
解
し
う
る
が
、
イ
ン
テ
ン
シ
テ
ィ
が
強
け
れ
ば
、
反
応
係
数
は
通
常
低
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の

逆
の
イ
ン
テ
ン
シ
テ
ィ
が
低
け
れ
ば
、
無
差
別
と
は
な
り
や
す
い
が
、
反
応
係
数
が
高
い
と
は
直
接
に
は
仮
定
で
き
な
い
。

F蒔

、正主

ス旦
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以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
条
件
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
全
員
一
致
」
の
ル
l
ル
や
、
い
わ
ゆ
る
「
コ
ン
セ
ン



十
ス
」
の
決
定
方
式
が
存
在
す
る
理
由
は
、
「
全
員
一
致
」
の
概
念
そ
れ
自
体
が
、
異
な
る
定
義
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
ブ
キ
ャ
ナ
ン
と
タ
ロ
ッ
ク

Q
9
5
2
出
5
Z
E
D

－
c
c
E
oロ
寸
己
目
。o
w）
は
「
規
範
と
し
て
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
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を
次
の
よ
う
に
考
え
る
。

わ
れ
わ
れ
が
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
て
き
た
憲
法
に
関
す
る
個
人
主
義
的
な
理
論
は
、
中
心
的
な
役
割
を
、
あ
る
単
一
の

意
思
決
定
ル
l

ル
、
す
な
わ
ち
一
般
的
合
意
（
的S
O
B
－
8
5
8
2
m

）
あ
る
い
は
全
員
一
致
（
5
8
5

広
三
の
ル
l

ル
に
割
り

当
て
る
。
意
思
決
定
の
た
め
の
他
の
あ
り
う
べ
き
ル
l

ル
は
、
全
員
一
致
ル
l

ル
の
変
形
と
し
て
導
入
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

変
形
を
合
理
的
に
選
択
し
う
る
理
由
は
、
そ
れ
ら
が
「
よ
り
良
い
」
共
同
決
定
を
生
み
出
す
（
そ
れ
ら
は
生
み
出
さ
な
い
で
あ
ろ

う
が
）
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
、
結
局
、
全
員
一
致
で
決
定
に
到
達
す
る
場
合
に
伴
う
費
用
の
そ
れ
こ
そ
重
み

が
、
「
理
想
的
な
」
ル
l

ル
か
ら
の
い
く
ら
か
の
講
離
を
命
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

木
論
で
は
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
理
想
と
も
規
範
と
も
考
え
て
は
い
な
い
が
、
こ
こ
で
全
員
一
致
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い

る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
構
造
を
知
る
た
め
に
も
、
再
定
義
が
必
要
と
な
る
。
「
少
な
く
と
も
一
人
の
反
対
者
も
存
在
し
な
い
時
に
は
、
提

案
さ
れ
た
議
事
は
、
全
員
一
致
に
よ
り
可
決
さ
れ
る
も
の
と
す
る
＼
あ
る
い
は
国
連
の
場
合
の
よ
う
に
「
公
式
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
案

と
し
て
提
案
さ
れ
れ
ば
あ
え
て
異
を
唱
え
る
こ
と
は
し
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
性
質
の
合
意
」
は
、
さ
き
に
述
べ
た
、
す
べ
て
の
人
の

選
好
関
係
が
同
一
で
あ
る
と
い
う
全
員
一
致
と
は
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
、
問
題
と
な
る
べ
き
「
一
人
の
反
対
も
な
い
」

「
あ
え
て
異
を
唱
え
な
い
」
と
い
っ
た
こ
と
の
解
釈
が
重
要
と
な
る
。
こ
の
関
係
を
考
え
る
に
際
し
て
、
「
パ
レ
l
ト
基
準
」
は
き
わ
め

て
有
効
な
根
拠
を
与
え
て
く
れ
る
。

一
般
的
に
「
あ
る
状
態
A
を
他
の
状
態

N
と
比
較
し
た
と
き
、
社
会
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
個
人
が
一
致
し
てA
よ
り
も

N
を
よ
り

(2
) 

満
足
な
も
の
と
考
え
る
な
ら
ば
、
川Aを
A
よ
り
も
社
会
的
に
好
ま
し
い
状
態
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
パ
レl



ト
最
適
の
考
え
方
は
、
A

・
セ
ン
（
〉
包
号
q
p

同
窓
口
）
に
よ
り
も
う
少
し
違
っ
た
規
定
が
な
さ
れ
る
。

セ
ン
は
、
例
社
会
に
お
け
る

す
べ
て
の
者
が
、
二
つ
の
社
会
状
態
の
選
択
肢z
と

ν

の
間
で
は
無
差
別
な
ら
、
社
会
の
選
択
も
ま
た
こ
の
二
つ
の
選
択
肢
に
つ
い
て

無
差
別
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
ω
少
な
く
と
も
一
人
の
個
人
が
は
っ
き
り
と
ヂ
を

y

よ
り
も
選
好
し
、
す
べ
て
の
個
人
が
ヂ
を
少
な
く

(3
) 

と
も

U

と
同
程
度
に
良
い
と
見
な
す
な
ら
、
社
会
の
選
択
はm
よ
り
も
を
選
好
す
べ
き
で
あ
る
、
と
考
え
る
。
特
に
重
要
な
の
は
例
で

あ
る
こ
と
を
、
さ
き
に
示
し
た
よ
う
に
記
号
式
で
書
き
直
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

コンセンサスの構造（曽恨）

パレート基準によるコンセンサス（全員一致）

v ..柑εx:v;: .. Pi11• .:Pv （弱バレート）

v .. ， 暫tX ：【〔:ili:.-P； 心＆ (Vj ：ぷj 11)J→，，P官

.-Pi 加.－P2 h ………………，♂トI yパ弘首→，，P嘗

xP1 v、 .:P211, …………・・・…， 第Pn-1 Y• J鴨嘗→J暫

定P111. xP2 h ……… 忽P駕一z

雲Pi 官’ xP2 y ， 笠］3 制……………………、 ，Jn11→xP11

xP1 Y• xf2 引 xf3 官、……………………， xfny→xP首

xf1 制包12 引…－－－………ー…・ー………、第I悦嘗→xI苛

（強パレート）

（弱パレート）

（強パレート）

表 1

吋
N
q
m
N
H
〔
（
旬
。
い
こ
J
N
H
）
h
w（
吋
二
えw
u
q）〕
↓
旬
、
母

こ
こ
に
示
さ
れ
た
「
強
パ
レ
l
ト
」
は
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
の
か
、
さ
き
に
示
し
た
「
弱

パ
レ
l

ト
」
と
の
構
造
差
を
見
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
表
1

に
見
る
よ
う

に
、
両
者
に
は
明
白
な
差
が
存
在
し
、
相
当
の
変
型
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
「
強
パ
レ
l
ト
」
に

対
し
、
「
弱
パ
レ
l
ト
」
は
一
つ
の
特
殊
例
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
こ
に
お
い
て
、
両
者
の
聞
に
構
造
差
を
生
じ
さ
せ
た
、
「
無
差
別
」
（
古
－
a
F
2
5
0

）
の
意

味
を
再
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

本
来
、
経
済
学
的
な
無
差
別
と
は
、
二
つ
の
選
択
肢
の
聞
の
効
用
の
差
が
無
差
別
、
す
な

わ
ち
同
等
で
あ
る
時
に
成
立
す
る
概
念
で
あ
る
。
無
差
別
曲
線
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
無

差
別
な
点
の
連
続
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
「
強
パ
レ
l

ト
」
の
場
合
に
は
、
最
も
極
端
な
時

t土

一
人
の
人
間
の
選
好
関
係
と
、
残
り
全
員
の
無
差
別
か
ら
も
パ
レl
ト
基
準
は
満
た
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
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し
か
し
、
現
実
的
意
味
を
少
し
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
無
差
別
と
い
う
条
件
が
厳
密
に
適



用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
い
と
は
い
え
な
い
。
つ
ま
り
、
二
つ
の
選
択
肢
の
間
の
効
用
が
無
差
別
な
い
し
、
あ
る
提
案
に
つ
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い
て
の
賛
成
、
反
対
の
効
用
が
無
差
別
に
な
る
こ
と
は
、
通
常
は
頻
繁
に
起
き
る
と
は
い
え
な
い
。
む
し
ろ
、
反
対
者
（
t
a
F
ミ
%
し

が
一
人
も
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
、
重
点
が
お
か
れ
て
現
実
的
な
処
理
は
な
さ
れ
て
い
る
と
見
な
し
た
方
が
理
解
し
や
す
そ
う
で
あ
る
。

問
題
は
、
こ
の
場
合
の
各
個
人
の
選
好
を
対
象
と
し
て
こ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
構
造
を
分
析
す
る
の
か
、
各
人
の
行
動
を
対
象
に
す

る
の
か
で
、
結
論
に
差
は
出
て
く
る
。
そ
れ
は
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
戦
略
的
投
票
を
認
め
て
、
選
好
と
行
動
の
差
を
理
解
す
る

こ
と
の
他
に
も
、
各
人
の
態
度
や
行
動
（
す
な
わ
ち
、
投
票
や
選
択
表
現
）
に
も
両
者
が
一
致
し
な
い
場
合
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
実
際
上
に
発
生
す
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
、
「
無
差
別
」
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
行
動
に
依
存
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

個
人
の
選
好
に
お
い
て
、
h司
句
”
目
、

H

（N
N
J目
、
。
ー
と
長
）
で
あ
る
こ
と
と
同
時
に
、
現
実
的
行
動
と
し
て
は
、
反
対
を
唱
え
な
い
（
つ
ま
り
、

P
Uでは
な
い
）
こ
と
を
知
る
に
は
、
「
無
差
別
」
の
範
囲
を
拡
張
し
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
現
実
的
行
動
と
し
て
反
対
を
唱
え
な
い
こ
と
、
沈
黙
を
守
る
こ
と
と
か
、
棄
権
を
す
る
と
か
が
、
個
人
の
選
好
で
は

「
無
差
別
」
と
一
致
し
な
い
と
き
が
考
え
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
個
人
選
好
は

D

し
ん
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
選
好
に
は
あ
ま
り
強
く
固
執

す
る
必
要
が
な
い
場
合
（
イ
ン
テ
ン
シ
テ
ィ
の
低
い
場
合
）
で
は
、
あ
え
て
反
対
の
意
思
表
示
を
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
し
て
見
る

と
、
形
態
的
に
は
、

D
Hの
表
明
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
選
好
は
丸
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
前
章
で
述
べ

た
集
団
の
決
定
に
対
し
て
の
反
応
係
数
を
用
い
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
過
半
数
の
者
が
賛
成
で
、
残
り
の
者
が
反
応
係
数
が
高
け
れ
ば

（
た
と
え
ば
Mで
あ
れ
ば
）
、
決
定
が
な
さ
れ
る
確
率
は
、
偶
数
の
場
合

L
Pで、
奇
数
の
場
合
J
Uとな
り
、
す
で
に
見
た
全
員
一
致
の
場

ハ
U

ハ
U

合
よ
り
も
き
わ
め
て
高
い
こ
と
が
分
か
る
。

で
は
、
こ
こ
で
一
般
の
投
票
に
よ
る
多
数
決
と
こ
の
反
対
者
が
な
い
こ
と
を
も
っ
て
成
立
す
る
コ
ン
セ
ン
サ
只
の
方
式
と
を
比
較
し

て
み
る
と
、
ど
ち
ら
が
可
決
さ
れ
や
す
い
か
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
す
で
に
見
た
表

1

の
例
に
お
け
る
よ
う
に
、
ほ
と



ん
ど
の
者
が
無
差
別
で
あ
る
場
合
を
考
え
て
み
る
と
、
明
ら
か
に
、
無
差
別
の
者
が
過
半
数
以
上
あ
る
時
に
は
、
多
数
決
に
お
い
て
多

数
者
を
統
合
す
る
努
力
よ
り
も
少
な
い
努
力
で
可
決
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
無
差
別
の
者
を
賛
成
に
向
け
る
た
め
の
説
得
の
努
力
を
決

定
コ
ス
ト
と
仮
定
す
る
と
、
多
数
決
に
お
い
て
は
、
無
差
別
の
者
の
数
が
ー
で
あ
る
と
、
決
定
コ
ス
ト
が
、
N
I
P－で
－J
H

仰
が
偶
数
、
奇
数
の
と
き
）
人
に
つ
い
て
か
か
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
無
差
別
の
者
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

（
そ
れ
ぞ
れ
、

多
数
決
の
場
合
に
は
決
定
コ
ス
ト
が
大
き
く
な
る
が
、
す
で
に
見
た
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
方
式
で
は
、
無
差
別
の
数
に
は
左
右
さ
れ
ず
、

賛
成
を
表
わ
す
者
が
一
人
で
も
い
る
限
り
（
た
だ
し
、
反
対
者
が
一
人
で
も
い
な
い
こ
と
が
絶
対
の
条
件
と
な
る
）
、
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
決
定
構
造
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
ど
れ
だ
け
の
人
聞
が
反
対
を
し
な
い
、
す
な
わ
ち
、
形
態
的
に
は
無
差
別
の

態
度
を
と
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
仮
に
反
対
者
を
無
差
別
に
説
得
す
る
コ
ス
ト
と
、
無
差
別
の
者
を
賛
成
に
態
度
変
更

さ
せ
る
コ
ス
ト
を
同
等
と
仮
定
す
る
。
こ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
方
式
に
お
い
て
は
、
無
差
別
の
者
が
何
人
存
在
し
よ
う
と
も
、
選
好
関
係

を
表
明
す
る
者
が
一
人
で
も
存
在
す
れ
ば
成
立
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
無
差
別
を
賛
成
に
向
け
る
説
得
コ
ス
ト
を
考
え
る
こ
と
自
体
、

無
意
味
で
あ
る
と
も
い
え
る
が
、
多
数
決
と
の
比
較
に
お
い
て
便
利
で
あ
る
の
で
、
こ
の
ま
ま
の
仮
定
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の

仮
定
の
下
で
、

コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
成
立
す
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
反
対
者
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
数
に
比
例
し
て
決

コンセンサスの構造（曽根）

定
コ
ス
ト
は
増
加
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
場
合
も
、
説
得
コ
ス
ト
は
各
メ
ン
バ
ー
の
イ
ン
テ
ン
シ
テ
ィ
の
強
さ
（
反
応
係
数
の

低
さ
）
に
依
存
す
る
。
も
し
仮
に
、
あ
ま
り
イ
ン
テ
ン
シ
テ
ィ
の
強
く
な
い
者
が
反
対
者
の
中
に
多
い
場
合
に
は
、
説
得
コ
ス
ト
は
少

な
く
て
す
む
。
た
と
え
ば
、
も
し
仮
に
、
無
差
別
か
ら
賛
成
へ
回
る
こ
と
の
抵
抗
よ
り
も
、
反
対
か
ら
無
差
別
へ
変
化
さ
せ
る
こ
と
の

抵
抗
の
方
が
少
な
い
と
条
件
を
変
え
る
と
、
こ
の
方
式
の
全
員
一
致
は
多
数
決
よ
り
も
得
ら
れ
や
す
く
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
決
定
方
式
の
も
つ
欠
点
も
明
ら
か
に
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
通
常
全
員
一
致
の
場
合
と
同
様
に
、
強
く
反
対
す
る
個
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人
が
い
る
限
り
、
決
定
は
な
し
え
な
い
か
、
否
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
各
個
人
は
拒
否
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
と



同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
は
、
強
い
反
対
者
で
な
い
時
に
は
、
個
人
の
態
度
変
更
が
あ
る
こ
と
を
、
あ
る
程
度
想
定
し
て
い

る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
成
立
す
る
に
は
、
現
実
の
場
、
あ
る
い
は
政
治
的
決
定
の
場
で
は
、
通
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常
の
無
差
別
よ
り
も
、
よ
り
広
い
範
囲
で
、
無
差
別
と
見
な
さ
れ
る
行
動
、
態
度
の
存
在
が
あ
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
そ
し
て
問
題

と
な
る
こ
と
は
、
そ
の
「
無
差
別
」
の
幅
、
換
言
す
れ
ば
、
許
容
範
囲
と
は
ど
の
程
度
か
を
知
る
必
要
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
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程

す
で
に
見
て
き
た
、
「
強
パ
レ
I

ト
」
の
基
準
に
基
づ
く
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
決
定
方
式
は
、
い
く
つ
か
の
特
徴
を
も
つ
が
、
そ

れ
が
説
得
、
討
論
、
根
ま
わ
し
等
の
現
実
の
政
治
過
程
を
想
定
し
て
い
る
点
が
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
す
べ
て
の
人
の
意
見
が
一
致
す

る
と
い
う
よ
り
も
、
反
対
者
の
不
存
在
が
鍵
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
反
対
者
が
い
る
場
合
に
、

い
か
な
る
説
得
、
妥
協
が
可
能
か
と

い
っ
た
問
題
と
関
連
す
る
。
き
わ
め
て
強
く
反
対
す
る
者
が
い
る
場
合
に
、
討
論
や
説
得
で
、
こ
の
人
達
の
選
好
を
変
え
る
こ
と
が
容

易
で
あ
る
と
は
、
ひ
と
口
で
は
い
え
な
い
。
む
し
ろ
、
妥
協
や
取
引
と
い
う
方
が
、
反
対
を
や
わ
ら
げ
る
方
法
と
し
て
は
現
実
的
に
採

用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
も
い
え
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
反
対
運
動
は
獲
得
す
る
利
益
を
増
大
さ
せ
る
た
め
に
は
、
た
と
え
最
終

的
に
は
妥
協
を
考
え
て
い
て
も
、
反
対
は
一
見
し
て
強
硬
な
方
が
効
果
が
あ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、
何
も
全
員
一
致
で
な
く
と

も
、
多
数
決
に
お
い
て
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
る
が
、
全
員
一
致
の
場
合
は
、
反
対
者
が
存
在
す
る
限
り
決
定
は
な
し
え
な
い
の
で

あ
る
か
ら
、
反
対
す
る
少
数
者
の
立
場
は
よ
り
強
い
も
の
に
な
る
。



ま
た
、
そ
の
場
合
、
必
ず
し
も
反
対
者
が
賛
成
に
回
る
必
要
は
な
く
、
無
差
別
の
選
好
に
移
っ
て
く
れ
れ
ば
、
「
強
パ
レ
l
ト
」
基

準
に
基
づ
く
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
成
立
す
る
。
現
実
的
に
は
、
棄
権
、
あ
る
い
は
沈
黙
を
守
る
、
あ
え
て
異
を
唱
え
な
い
と
い
う
態
度
、

行
動
で
あ
れ
ば
、
賛
成
で
な
く
と
も
、
反
対
で
は
な
い
と
見
な
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
比
較
的
条
件
は
の
み
や
す
く
、
妥
協
は
成

立
し
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
時
に
も
各
個
人
の
イ
ン
テ
ン
シ
テ
ィ
が
ど
の
く
ら
い
強
い
か
が
、

一
つ
の
判
断
基
準

に
な
る
。

一
般
に
強
固
な
反
対
者
が
、
棄
権
な
い
し
、
沈
黙
す
る
こ
と
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
決
定
方
法
は
、
決
定
的

に
対
立
の
激
し
い
場
合
に
は
有
効
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

し
か
し
、
反
対
者
の
も
つ
イ
ン
テ
ン
シ
テ
ィ
が
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
反
対
者
に
無
差
別
の
選
好
、
あ
る
い
は
現

実
的
に
は
も
う
少
し
ゆ
る
い
条
件
の
棄
権
、
沈
黙
な
ど
の
態
度
に
変
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
困
難
な
こ
と
で
は
な
い
。
す

な
わ
ち
、
こ
こ
に
説
得
や
討
論
の
価
値
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
し

コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
成
立
す
る
根
拠
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、
無
差
別
の
者
が
多
い
時
に
は
、
投
票
に
よ
る
多
数
決
よ
り
も
、
決
定
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な
く
て
成
立
す
る

(1
) 

こ
と
を
示
し
て
き
た
。
こ
の
点
で
は
、
ブ
キ
ャ
ナ
ン
と
タ
ロ
ッ
ク
の
用
い
る
仮
定
は
、
あ
ま
り
に
も
一
般
的
で
あ
り
、
時
に
は
多
数
決

と
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
全
員
一
致
の
か
か
る
コ
ス
ト
で
は
地
位
の
逆
転
も
あ
り
う
る
例
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

コンセンサスの構造（曽根）

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
全
員
一
致
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
説
得
が
ど
の
く
ら
い
功
を

奏
す
る
か
と
い
う
点
の
他
に
、
そ
の
決
定
に
参
加
す
る
各
構
成
員
の
選
好
が
、
対
立
的
で
な
い
か
、
あ
る
い
は
分
裂
し
て
い
な
い
か
も

知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

経
済
学
に
お
け
る
ク
ラ
ブ
理
論
の
欠
陥
が
、
所
詮
は
、
全
員
一
致
が
成
立
し
や
す
い
同
質
的
な
者
の
集
合
体
か
ら
成
り
、
異
質
な
者

の
排
除
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
方
式
に
も
、
同
様
の
欠
陥
が
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
同299 

質
的
な
文
化
や
価
値
を
共
有
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
凝
集
的
な
集
団
に
の
み
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
成
立
す
る
と
考
え
る
な
ら
、
国
際
社
会



に
お
け
る
よ
う
に
利
害
対
立
が
明
白
な
状
況
下
で
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
方
式
の
採
用
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
．

む
し
ろ
、

い
ざ
と
な
れ
ば
、
反
対
に
回
る
こ
と
に
よ
り
実
質
的
拒
否
権
を
各
人
が
行
使
し
う
る
と
い
う
こ
と
を
担
保
と
し
て
、
そ
れ
300 

ぞ
れ
が
妥
協
し
う
る
範
囲
を
相
互
に
求
め
る
と
い
う
方
向
に
説
得
と
討
論
が
向
か
え
ば
、
こ
の
決
定
方
式
が
機
能
し
う
る
条
件
が
あ

る

(3
) 

こ
こ
に
お
い
て
は
、
こ
の
決
定
方
式
と
多
数
決
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
決
定
ル
l
ル
と
の
比
較
は
他
で
論
じ
て
い
る
の
で
、
触
れ
な

か
っ
た
し
、
全
員
一
致
の
も
つ
問
題
点
自
身
を
独
立
に
論
ず
る
こ
と
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
が
、
こ
こ
で
の
議
論
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス

の
概
念
の
定
義
と
、
そ
の
二
つ
の
定
義
か
ら
成
る
決
定
ル
l

ル
と
し
て
の
全
員
一
致
の
も
つ
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
中
心
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
現
実
の
過
程
へ
の
注
目
も
理
論
的
な
も
の
に
と
ど
ま
り
、
現
実
の
経
験
的
デ
ー
タ
の
分
析
を
行
な
う
と
い
う
作
業

も
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
概
念
の
定
義
は
、
経
験
的
事
象
を
理
解
す
る
上
に
有
用
な
も
の
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

通
常
、
価
値
、
信
条
、
音
山
見
な
ど
に
お
い
て
、
あ
る
社
会
や
集
団
に
お
い
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
る
と
言
う
場
合
に
は
、
い
か
な
る
意

味
な
の
か
も
、
こ
の
概
念
を
用
い
れ
ば
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
意
見
分
布
の
自
然
状
態
に
お
い
て
、
「
弱
パ
レ
l
ト
」
す
な
わ
ち
全
員
が

同
じ
考
え
、
選
好
関
係
を
も
っ
と
い
う
意
味
で
は
普
通
の
場
合
考
え
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
、
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
の
幅
の
範

固
に
含
ま
れ
る
も
の
な
の
か
、
さ
ら
に
説
得
努
力
を
要
す
る
、
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
」
な
の
か
も
区
別

が
つ
く
で
あ
ろ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
決
定
の
ル
l
ル
と
し
て
、
あ
る
基
準
（
弱
バ
レ

1
1

強
バ
レ
l
ト
）
を
満
た
せ
ば
、
決
定
が
成

立
す
る
と
い
う
意
味
を
中
心
と
し
て
本
論
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
扱
っ
て
き
た
。

コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
成
立
し
や
す
い
社
会
で
あ
る
と
か
、
決
定
に
お
け
る
社
会
的
拘
束
要
因
の

社
会
に
よ
る
強
弱
の
差
に
つ
い
て
は
触
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
普
遍
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
概
念
の
構
造
へ
の
注
目
を
中
心
と
し

こ
こ
で
は
、
文
化
的
条
件
を
用
い
て
、

て
、
い
か
な
る
現
実
的
条
件
が
そ
ろ
え
ば
、
ス
タ
イ
ナ
l
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
協
調
的
合
意
」
が
成
立
す
る
か
と
い
っ
た
問
題
は
扱
っ



て
は
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
経
験
分
析
が
さ
ら
に
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
る
の
に
や
ぶ
さ
か
で
は

：
、
：
、

中
ん
し
カ

日
常
あ
い
ま
い
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
の
概
念
定
義
と
、
そ
の
概
念
の
も
つ
構
造
分
析
は
、
経
験
分
析
の

出
発
点
と
な
る
と
い
う
考
え
か
ら
議
論
を
限
定
し
た
わ
け
で
あ
る
。
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（3
）
拙
稿
「
決
定
ル
l

ル
の
構
成
原
理
」
『
法
学
研
究
』
五
二
巻
八
号
、
一
九
七
九
年
八
月
。

（4
）
文
化
的
要
素
に
つ
い
て
の
強
調
に
つ
い
て
の
批
判
は
、
拙
稿
「
日
本
1
l
d

場
一
致
社
会
d
説
の
虚
構
」
（
『
東
洋
経
済
近
代
経
済
学
シ
リ
ー
ズ
五
七
』
）
一
九
八

一
年
七
月
一O
日
、
ま
た
、
本
論
の
中
心
的
テ
l

マ
は
、
こ
の
論
文
の
中
で
す
で
に
触
れ
て
あ
る
。

五

結

長命

全
員
一
致
お
よ
び
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
定
義
を
行
な
う
と
、
文
字
通
り
の
全
員
の
選
好
順
序
の
一
致
か
ら
、
反
対
者
の
不
存
在
と
い
う

条
件
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
成
立
す
る
と
い
う
「
強
パ
レ

l

ト
」
基
準
を
満
た
す
、
も
う
一
つ
の
全
員
一
致
原
則
が
あ
り
、
こ
の
両
者
の

コンセンサスの構造（曽根）

問
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
成
立
の
根
拠
が
、
経
済
学
的
に
見
る
と
「
無
差
別
」
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
す
で
に
見
た
よ
う
に
論
理
式
の
形
の
上
で
の
変
化
に
見
ら
れ
る
の
と
同
時
に
、
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
は
現
実
の
過
程
に

お
い
て
は
、
さ
ら
に
多
様
な
広
が
り
を
も
っ
。
す
な
わ
ち
、
「
無
差
別
」
の
概
念
を
あ
る
幅
を
も
っ
た
も
の
へ
と
拡
張
す
る
と
、
理
論

的
に
見
て
決
定
過
程
に
お
け
る
「
沈
黙
」
や
「
棄
権
」

の
意
味
が
も
う
少
し
明
瞭
に
な
る
。

つ
ま
り
、
現
実
的
過
程
に
お
け
る
コ
ン
セ

ン
サ
ス
成
立
の
関
係
が
、
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
。
そ
し
て
、
あ
る
意
味
で
、
民
主
主
義
が
前
提
と
し
て
き
た
「
説
得
」
や
「
討
論
」
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は
、
こ
の
選
好
バ
タ
l

ン
の
変
化
を
促
進
す
る
作
用
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
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日

コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
再
認
識
さ
れ
、
再
び
合
意
形
成
の
方
法
が
模
索
さ
れ
て
い
る
時
代
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

コ
ン
セ
ン
サ
ス
概
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念
の
再
定
義
そ
れ
自
身
に
も
意
味
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
社
会
契
約
論
で
は
な
く
通
常
の
現
実
的
決
定
の
場
に
お
い
て
は
、

「
自
然
状
態
」
と
し
て
意
見
の
分
布
が
「
全
員
一
致
」
と
な
る
こ
と
を
考
え
る
の
は
む
ず
か
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
何
ら
か
の
合
意
形
成

の
た
め
の
努
力
が
な
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
れ
は
討
論
に
お
け
る
説
得
か
ら
、
政
策
決
定
過
程
へ
の
有
力
集
団
、
利
害
関
係
者
の
参

加
を
含
む
「
多
極
共
存
型
民
主
主
義
」
や
「
コ

I

ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
」
な
ど
多
様
な
途
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
厳
密
に
言
う

と
、
正
式
な
決
定
ル
I

ル
と
し
て
決
定
の
際
に
使
用
さ
れ
る
「
全
員
一
致
」
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
の
方
式
と
、
単
に
あ
る
こ
と
が
ら
に

つ
い
て
了
解
を
と
り
つ
け
る
こ
と
で
は
、
そ
の
意
味
に
も
成
立
の
可
能
性
に
も
差
異
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
最
近
国
連
で
使
用
さ
れ
る

「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
が
多
数
決
の
よ
う
に
正
式
な
ル
l
ル
と
は
言
え
な
い
「
紳
士
協
定
」
で
あ
る
と
し
て
も
、
物
を
決
め
る
た
め
の
「
決

定
方
式
」
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
国
連
方
式
を
含
む
多
く
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
投
票
に
付
さ
な
い
で
な
さ

れ
る
の
は
、
そ
れ
な
り
の
意
味
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
構
造
的
に
見
て
一
人
の
反
対
が
あ
っ
て
も
決
定
は
成
立
し
な
い
と
い
う
脆
弱
な

基
盤
を
も
っ
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
全
員
一
致
は
、
特
に
強
い
反
対
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
イ
ン
テ
ン
シ
テ
ィ
の
低
い
反
対
者
が
あ
え

て
異
を
唱
え
る
こ
と
を
し
に
く
く
す
る
こ
と
を
慣
行
の
中
に
盛
り
込
ん
で
現
実
的
処
理
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
す
で
に
見
た
よ
う

に
「
無
差
別
」
の
存
在
は
、
複
雑
性
と
あ
い
ま
い
性
を
残
す
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
あ
る
が
ゆ
え
に
現
実
的
に
機
能
す
る
要

件
と
な
れ
ば
、
概
念
の
明
確
化
に
よ
り
あ
い
ま
い
性
の
除
去
を
計
る
と
い
う
こ
と
は
、

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
生
み
に
く
く
す
る
と
い
う
皮

肉
な
結
果
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

（1
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
の
関
連
に
お
い
て
で
は
な
い
が
、
す
で
に
論
じ
て
い
る
の
で
、
そ
の
論
文
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
拙
稿
「
多
元
民

主
主
義
論
と
現
代
国
家
」
（
日
本
政
治
学
会
編
『
年
報
政
治
学
｜
｜
現
代
国
家
の
位
相
と
理
論
』
）
岩
波
警
店
、
一
九
八
二
年
、
一
一
七

1

一
四
九
頁
。


